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第3章 ⽬標の達成に向けた重点戦略

そなえる

まもる

はぐくむ

戦略Ⅲ

戦略Ⅱ

戦略I

気候変動などの起こりうる影響に対し、
安全、健康かつ快適なまちづくりの
ための取組を推進します。

地球温暖化や⽣物多様性など、本市
の重要かつ相互に関連する環境問題
の解決への取組を推進します。

環境保全・創造の基盤となる⼈や
事業者を育て、多様な主体が連携
した取組を推進します。
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①⽬標

②達成指標

③活動指標
担当室課

④関連するSDGsの⽬標

⑤⽬的

※各戦略で設定された施策の柱と
その具体的施策

※⽬標状況を⽰す指標

※達成指標の実現に向けた
具体的な⾏動の指標 ※担当室課の名称（組織名称）は、

令和2年（2020年）4⽉1⽇時点の
名称を表⽰しています。

※SDGsの17の⽬標の中から該当するアイコンを⽰しています。
SDGsについての詳細及び各アイコンの説明についてはP46、47を
ご参照ください。

※各戦略の⽬指すもの
⑥施策の柱と具体的施策

※重点戦略を設定した⽬的
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関連するSDGsの⽬標
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関連するSDGsの⽬標
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関連するSDGsの⽬標
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地域循環共⽣圏の構築に向けた取組コ ラ ム
本市では、フレンドシップ協定を結んでいる能勢町と連携し、「地域循環共⽣圏」の構築に向

けて、⽊材利⽤をはじめとする取組を進めています。
“地域材を利⽤した⽣活空間の形成”や“幼児教育における⽊育の導⼊”といった都市部の⽊材利

⽤を活性化し、⾝近に⽊に触れることができる環境を整備することは、市⺠の健康増進や市内の
環境貢献⼈材の輩出に貢献します。また、都市部の⽊材利⽤が活性化することで、⾥⼭の間伐な
どの森林整備が進み、健全な森林が育成されます。これにより、温室効果ガス（CO2）の吸収量
の増加や災害防⽌の効果が期待できます。さらに、間伐が進み森林内に陽光が差し込む健全な森
林は、多様な動植物の⽣息・⽣育が可能となり、⽣物多様性に富んでいきます。

本市は、持続可能な社会（低炭素・循環型・⾃然共⽣の３つの社会が成⽴）の実現のため、各
地域がその特性を⽣かし強みを発揮し相互に⽀え合う「地域循環共⽣圏」の構築を、能勢町との
取組のノウハウを活⽤しながら、能勢町以外の様々な近隣⾃治体へと拡⼤を図ります。

地域循環共⽣圏に関するこれまでの取組
● “「つなげよう、⽀えよう森⾥川海」

ミニフォーラム in 吹⽥“ の開催
(平成28年(2016年)1⽉)

● “フォーラム「⼤都市近郊での街と⾥の
つながりを考える」” の開催

(平成30年(2018年)1⽉)

● “「⼤都市近郊での街と⾥のつながりを
考えるフォーラム in すいた」” の開催

(平成30年(2018年)8⽉)

●「吹⽥市⽊材利⽤基本⽅針」を策定
(平成30年(2018年)12⽉)



出典）環境省HP https://ondankataisaku.env.go.jp/communicator/learning/03.html （⼀部変更）
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地球温暖化対策の緩和策と適応策コ ラ ム
豪⾬による⼤規模災害や熱中症患者の増加など、気候変動の影響がすでに顕在化しており、今

後さらに深刻化することが危惧されています。
このため、これまで取り組んできた温室効果ガスの排出削減対策（緩和策）だけでなく、気候

変動の影響による被害の回避・軽減対策（適応策）を併せて取り組んでいく必要があります。

吹⽥市 洪⽔ハザードマップ（南部）


